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ピレン（CAS no. 129-00-0） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
ピレンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、視床下部―下垂体

―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すことが示唆された。 
 
(１)生態影響 

 Shirdel ら(2016)によって、ピレン 10、50、100μg/L(設定濃度)に約１年齢から 35 日間ばく露し

たコイ(Cyprinus carpio)への影響が検討されている。その結果として、10μg/L 以上のばく露区

で血漿中グルコース濃度、血漿中コレステロール濃度、血漿中トリグリセリド濃度の高値、

50μg/L 以上のばく露区で血漿中アルカリホスファターゼ比活性の高値、100μg/L のばく露区で

血漿中トリヨードサイロニン濃度、血漿中サイロキシン濃度、血漿中総蛋白質濃度、血漿中ア

ルブミン濃度の低値、血漿中アラニントランスフェラーゼ比活性、血漿中アスパラギン酸アミ

ノトランスフェラーゼ比活性の高値が認められた。 
想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Brown-Peterson ら(2013)によって、ピレン 12.5、25、50μg/L(設定濃度)に 28 日間ばく露した成

熟雌シープスヘッドミノー(Cyprinodon variegatus) F0 への影響が検討されている。その結果と

して、25μg/L 以上のばく露区で組織病理学的検査による未産卵及び非産卵個体率の高値が認

められた。なお、体重、体長、生殖腺体指数、卵巣の一次成長期/卵黄形成期(PG/Vtg3)ステー

ジ比には影響は認められなかった。 
更に、ばく露終了後に非ばく露雄との 14日間ペアリングにおいて(ばく露の継続なし)、25μg/L

以上のばく露区で累積産卵数の低値が認められた。 
更に、孵化 14 日後の F1において(ばく露の継続なし)、25μg/L のばく露区で孵化率の低値が

認められた。なお、生存率、体重、体長には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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